
総合計画等審議会

市　長 市議会

・市民意識調査

・公式 LINE アンケート

・パブリックコメント

・関係団体ヒアリング

行政経営会議

（市長、副市長、教育長、

病院事業管理者、関係部長）

調整

調整 とりまとめ

共有

実施

報告・説明

答申諮問

施策課長会議

（施策主管課長、関係課長）

事務局

（行政経営部　政策企画課）

市
民
参
加

庁
内
策
定
体
制

調整

第７次焼津市総合計画策定体制

付属資料
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　審議会は市長の諮問機関として、学識経験者、市内の各種団体の代表者等及び公募市民で構成されました。

　審議会では、市長から諮問された「第７次焼津市総合計画基本構想に基づく基本計画の策定に関すること」について、

様々な見地から検討を行い、市長に対して答申しました。

開催年月日 主な内容

職 務 委員氏名 所属・役職等

会長 日詰　一幸 静岡大学学長

※会長・副会長以外　五十音順、敬称略

副会長 田中　智之 早稲田大学理工学術院創造理工学部建築学科教授

委員 新井　恵子 静岡福祉大学健康福祉学科学科長・教授

委員 大石　智之 焼津鰹節水産加工業協同組合代表理事組合長

委員 岡本　康夫 焼津市自治会連合会会長

委員 小梁　金男 焼津漁業協同組合常務理事

委員 篠宮　悟 焼津市環境審議会委員

委員 中村　美雅子 市民（公募）

委員 橋本　奈々実 市民（公募）

委員 原口　佐知子 まちづくりファシリテーター Musubi代表

委員 古谷　光子 焼津市教育委員

委員 村松　茂輝 大井川農業協同組合焼津統括

委員 村松　文次 焼津商工会議所専務理事

第１回 令和７年４月18日

● 委嘱状の交付
● 第７次焼津市総合計画基本計画の諮問
● 議題

 ・第７次焼津市総合計画基本計画の策定方針、策定体制、策定スケジュールについて

 ・第７次焼津市総合計画基本計画の施策体系（案）について

第2回 令和７年7月28日

● 議題

 ・第６次焼津市総合計画第２期基本計画の振り返りについて

 ・第７次焼津市総合計画基本計画の政策・施策体系（案）について

第4回 令和７年11月28日

● 議題

 ・第７次焼津市総合計画（最終案）について

 ・答申（案）について

第3回 令和７年9月30日
● 議題

 ・第７次焼津市総合計画基本計画（素案）について

第5回 令和７年12月25日 ● 第７次焼津市総合計画の答申

焼津市総合計画等審議会の概要 諮 問

焼津市総合計画等審議会委員名簿

焼　21 －　20　号
令和7年４月18日

焼津市総合計画等審議会　会長　様

第７次焼津市総合計画基本計画の策定について（諮問）

焼津市長　中野弘道

　焼津市総合計画等審議会条例（昭和51年３月30日条例第３号）第２条の規定により、第７次

焼津市総合計画について、下記のとおり諮問します。

１　第７次焼津市総合計画　基本計画の策定に関すること

記
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答 申

令和7年12月25日

焼津市長　中野弘道　様

第７次焼津市総合計画基本計画について（答申）

焼津市総合計画等審議会
会 長　日詰 一幸

　令和７年４月18日付け焼21‐20号により諮問があったこのことについては、本審議会に

おいて慎重に審議を重ねた結果、概ね妥当であると認め、下記の意見を添えて答申します。

１．総合的評価について

　本計画は、2040年・2050年に向けて社会が直面する人口減少社会、地域産業の変容、イ

ンフラの老朽化、さらには気候変動といった中長期的な課題に対し、持続可能で実効性のあ

る方向性を明示しています。

　また、「政策の柱」と「横断的視点」の連携を通じて、行政内部における縦割りによる課題の

解消を図り、部局横断的な対応が意識された構成となっており、社会課題に対して妥当性の

高い計画であると評価します。

２．財政的視点について

　本計画では、増大する社会保障費やインフラの維持・更新費といった財政圧力に対し、持

続可能な財政運営を志向している点を評価します。意見として、限られた財源を効果的に活

用する取組は今後の自治体経営において不可欠であり、「将来世代への責任」という観点から、

公共施設の再編・統廃合、ＤＸの導入など、中長期的な財政見通しに立脚した施策展開を継続

的に進めることを求めます。

３．横断的視点について

　本計画において提示された「ＤＸ・ＧＸの推進」「地域経済循環の促進」「地域共生の創出」「人

口減少対策の推進」の４つの横断的視点は、従来の分野別施策を超え、複雑化する課題への統

合的アプローチとして極めて有効であると評価します。意見として、部局間の連携を一層強

化し、施策の重複や隙間を回避するマネジメント体制の整備と実効性の推進を求めます。

記

４．施策の重点課題と方向性について

　審議会として、以下の点が特に重点課題であると認識しています。

・人口減少対策と産業振興の戦略的推進

　若者・子育て世代の定着促進、移住支援の強化とともに、環境に配慮した地域産業の生産

　性向上と人材確保を一体的に進めることが必要です。さらに、「焼津ブランド」の確立は、

　内外への魅力発信と経済活性化に寄与する施策であり、戦略的に推進すべきであると考えます。

・共生社会の実現と地域コミュニティの再生

　多様な市民が参加し、共に支え合う仕組みづくりのためには、更に対話の場を充実させる

　必要があります。また、引き続き支援組織や市民団体との関わりを深めることで、より協働

　が強化されると考えます。

・老朽化インフラへの対応と都市の集約化

　2040年問題に向けたインフラの維持管理は喫緊の課題です。また、「コンパクトシティ・

　プラス・ネットワーク」の理念に基づく地域公共交通と連携した都市構造の再編と地域公

　共施設の最適配置は、財政負担軽減と暮らしの質の向上を両立する有効な方策である

　と考えます。

５．今後の取組に向けて

　本計画を着実に実行するためには、市民との対話による共創とともに、継続的な改善によ

り質の向上を図るPDCAサイクルの確立が不可欠です。特に、進捗状況の見える化や成果指

標の設定、EBPM手法の活用について、客観的な評価による検証と改善の仕組みを強化する

ことを求めます。

また、社会情勢や技術革新の進展に対応し、柔軟かつ機動的に計画を見直す「実施計画との連

動性」を高めることも重要であると考えます。
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　第７次焼津市総合計画基本計画の策定方針及び計画（案）について、市議会全員協議会にて報告・説明を行いました。

　市民参加型会議として、「令和７年度 やいづ未来 まちづくり研修会ファシリテーター養成講座」の第２回目と第３

回目において、総合計画をテーマに、受講者から意見を伺う機会を設けていただきました。（グループワーク） 

開催年月日 内 容

１ 令和6年12月21日 第７次焼津市総合計画基本計画の策定方針について

2 令和7年9月3日 第７次焼津市総合計画基本計画（素案）について

3 令和8年1月21日 第７次焼津市総合計画について

概 要
第６次焼津市総合計画に掲載している施策の成果を把握することにより、

今後の施策の検討資料とすることを目的に実施

実施期間 令和７年１月10日～２月３日

対 象 焼津市内に住所を有する18歳以上の方1,800人（無作為抽出）

回収数（率） 983件(54.6％)

議 会

焼津市総合計画に関する市民意識調査（アンケート調査）

実施期間 令和７年５月１日～５月22日

概 要 「市民と行政の役割分担」を把握することにより、今後の施策の検討資料とすることを目的に実施

対 象 焼津市公式LINEに登録している市民（市内在勤者、在学者含む）

回収数 1,549件

第７次焼津市総合計画策定に関するLINEアンケート調査

市民参加型会議（令和７年度 やいづ未来 まちづくり研修会ファシリテーター養成講座）

市民意識調査等

日にち 参加者項 目 内 容

第２回目 ７月26日 31人
「総合計画について」、「まちの計画をつくるために必要なことって

なんだろう？」 

第3回目 ８月23日 33人
「福祉の現状と課題」、「ずっと住み続けられるまちにするために～自分

たちのできること～行政のできること」の検討

概 要

分野・団体

市内の団体が抱える悩み、問題点と課題、

市の施策に関する改善点やアイデアなどを的確に捉えることを目的に実施

実施期間 令和７年４月～６月

対 象 市内54団体

関係団体ヒアリング

こども・教育

焼津市保育園協会、焼津市私立幼稚園協会、

焼津市私立幼稚園PTA連絡協議会

放課後児童クラブ　ほか

協働

焼津市自治会連合会、多文化共生社会を考える会

焼津・ホバート友好協会、焼津モンゴル友好協会

焼津市日中友好協会、焼津市国際友好協会　ほか

商工業

焼津商工会議所、大井川商工会

焼津市商店街連合会

焼津市シルバー人材センター、ワークピアやいづ

交通安全・防犯
焼津警察署生活安全課、焼津地区防犯協会

焼津警察署交通課、静岡県交通安全協会焼津地区支部

文化・伝統
焼津市文化連盟、焼津市音楽連盟

藤守の田遊び保存会、焼津神社獅子木遣り保存会　ほか

生きがいづくり
おはなしのへや、おはなしボランティアてぶくろ

朗読グループかざぐるま　ほか

観光
焼津市観光協会

焼津ホテル旅館組合

防災・減災

都市基盤

焼津市消防団、焼津市建設工業会、

協同組合 大井川建設業協会

環境 焼津市環境衛生自治推進協会

スポーツ 焼津市スポーツ協会

農業 大井川農業協同組合

行政経営 市内金融機関、証券会社

健康・医療・福祉

焼津市社会福祉協議会

焼津市民生委員児童委員協議会

焼津市医師会、焼津市歯科医師会

焼津市薬剤師会、中北薬品株式会社

水産業

焼津漁業協同組合、小川漁業協同組合

大井川港漁業協同組合、焼津水産加工業協同組合

焼津市魚仲水産加工業協同組合

焼津鰹節水産加工業協同組合
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　第７次焼津市総合計画基本計画策定にあたり、基本計画（案）について、広く市民の意見を募集しました。

パブリックコメントの募集

実施期間 令和７年９月22日～ 10月22日

提出者数 １人

意見総数 ８件

行政経営会議

庁内会議

開催年月日 内 容

１ 令和７年１月15日 策定方針の決定

課長会議

開催年月日 内 容

１ 令和７年４月４日 第７次焼津市総合計画策定方針について

2 令和７年４月21日～ 23日 ロジックモデル作成ミーティング

3 令和７年５月12日～ 14日 指標設定ミーティング

4 令和７年６月６日～ 10日 施策の現状、課題、方針の検討

5 令和７年７月14日～ 16日 施策の現状、課題、方針の整理

6 令和７年８月18日～ 19日 成果指標の検討と施策の現状、課題、方針の再整理

7 令和７年９月５日～ 12日 基本計画（素案）の確認

2 令和７年６月25日
基本計画の施策体系（案）の検討

施策の現状、課題、方針の検討

3 令和７年８月４日
基本計画の施策体系（案）の検討

施策の現状、課題、方針の整理

4 令和７年８月25日 成果指標の検討と施策の現状、課題、方針の再整理

※その他、分野別課長会議を随時開催

成果指標一覧

安心して産み育てることができる

と思っている人の割合

（高校生以下のこどもがいる世帯）

総合計画市民

アンケート
81.8％81.8％

アンケート回答者の主観によるため目標値

の設定は難しいが、現状値以上を目指す。

子育て支援センター等利用者数
施設利用者数

（子育て支援課）
211,233人182,204人

子育て支援センター等の積極的な情報発

信や利用しやすい環境づくりを行うことで

増加を目指す。

目標値

（R11）

基準値

（R6）

指標の算定方法

（出典元）
目標値設定の考え方成果指標名

施策1-1　みんなで支える子育て環境の充実

自分自身が心身ともに健康だと

思う割合

総合計画市民

アンケート
74.7％71.5％

アンケート回答者の主観によるため目標値

の設定は難しいが、過去の推移も踏まえて

増加を目指す。

特定健診受診率 特定健診法定報告 43.0％36.1％
特定健診受診率を上げる取組を行うことで

増加を目指す。

施策2-1　健康で豊かな暮らしの実現

施策2-2　安心で良質な医療の提供

自分には、よいところがある。ま

たは、自分を大切にしたいと思っ

ている児童・生徒の割合 「生活や学習に関する

アンケート（小５・中２

対象）」（学校教育課）

82.2％82.2％
アンケート回答者の主観によるため目標値

の設定は難しいが、現状値以上を目指す。

自分の将来について、夢や希望

を持っている児童・生徒の割合
76.9％74.9％

アンケート回答者の主観によるため目標値

の設定は難しいが、過去の推移も踏まえて

増加を目指す。

安心して受診できる医療機関が

身近に整っていると思う割合 総合計画市民

アンケート

53.0％52.8％
アンケート回答者の主観によるため目標値

の設定は難しいが、現状値以上を目指す。

かかりつけ医を持っている市民

の割合（40歳以上）
64.0％63.6％

アンケート回答者の主観によるため目標値

の設定は難しいが、現状値以上を目指す。

施策1-2　こども・若者にやさしいまちづくりの推進

失敗を恐れずに挑戦するようにし

ている児童・生徒の割合
「生活や学習に関する

アンケート（小５・中２

対象）」（学校教育課）

76.0％73.8％

アンケート回答者の主観によるため目標値

の設定は難しいが、過去の推移も踏まえて

増加を目指す。

普段の生活の中で幸せな気持ちに

なることがある児童・生徒の割合
91.0％90.8％

アンケート回答者の主観によるため目標値

の設定は難しいが、現状値以上を目指す。

施策1-3　学校教育の充実
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目標値

（R11）

基準値

（R6）

指標の算定方法

（出典元）
目標値設定の考え方成果指標名

施策4-3　スポーツの振興

施策4-4　芸術文化の振興と歴史文化の継承

施策5-1 水産業の振興

芸術文化活動を実施した市民の

割合

総合計画市民

アンケート
32.0％30.2％

アンケート回答者の主観によるため目標値

の設定は難しいが、過去の推移も踏まえて

増加を目指す。

総合計画市民

アンケート

週１回以上スポーツを実施する人

の割合
53.0％44.4％

スポーツ推進計画で定めた目標値を踏まえ

て設定。

指定・登録された文化財

の累計数（文化振興課）
指定・登録文化財数 72件67件過去の推移も踏まえて増加を目指す。

経済構造実態調査

（経済産業省）
水産食料品製造業製造品出荷額等 1,410億円

1,406億円

（R５年度）

景気動向などの外的要因に左右されるが、

増加を目指す。

各スポーツ施設利用者

の合計（スポーツ課）
スポーツ施設利用者数 520,000人507,126人過去の推移も踏まえて増加を目指す。

水揚金額

焼津港・小川港・大井川港の年

間水揚金額の合計（焼津漁業協

同組合・大井川港漁業協同組合）

466億円440億円過去の推移も踏まえて増加を目指す。

総合計画市民

アンケート
生きがいを感じている市民の割合 70.2％70.2％

アンケート回答者の主観によるため目標値

の設定は難しいが、現状値以上を目指す。

各施設の合計

（施設所管課）

施設利用者数（交流センター、

図書館、天文科学館、こども館、

とまとぴあ）

805,000人805,143人人口減少を踏まえて現状維持を目指す。

施策4-1　生きがいづくりの推進

国際交流事業参加者

数（国際交流課）
国際交流事業参加人数 7,600人7,262人過去の推移も踏まえて増加を目指す。

総合計画市民

アンケート

焼津市がホバート市及びモンゴ

ル国と国際交流をしていることを

知っている人の割合

６％増加新規指標
新規のため過去のトレンドを把握していな

いが、増加を目標とする。

施策4-2　国際交流の推進

介護状態にならずに生活してい

る75歳以上の割合
78.3％79.5％

対象となる年齢の人口と要介護認定率を基

に推計すると、成果指標が下がることから、

推計値以上を目指す。

目標値

（R11）

基準値

（R6）

指標の算定方法

（出典元）
目標値設定の考え方成果指標名

施策2-4　安心長寿社会の実現

市内の人身事故件数

（焼津警察署）

市内の犯罪件数

（焼津警察署）

まわりに認められ尊重されている

と思う人の割合 総合計画市民

アンケート

53.7％53.7％
アンケート回答者の主観によるため目標値

の設定は難しいが、現状値以上を目指す。

まちづくり活動に参加したいと思

う人の割合
56.0％56.0％

アンケート回答者の主観によるため目標値

の設定は難しいが、現状値以上を目指す。

市内人身交通事故発生件数 630件746件過去の推移も踏まえて減少を目指す。

市内刑法犯認知件数 550件586件過去の推移も踏まえて減少を目指す。

総合計画市民

アンケート

上水道の利用に満足している人

の割合
60.0％新規指標

新規であり、アンケート回答者の主観によるた

め目標値の設定は難しいが、目標値を目指す。

総合計画市民

アンケート

自然環境の豊かさに満足してい

る人の割合
75.0％74.3％

アンケート回答者の主観によるため目標値

の設定は難しいが、過去の推移も踏まえて

増加を目指す。

水道ビジョン・経営戦

略2020中間見直し

基幹・重要給水施設管路更新の

進捗率
100％－

基本計画期間における４年間での進捗率を

100％として設定。（期間目標）

焼津市の燃やすごみの排

出量（志太広域事務組合）
一人当たりの燃やすごみの排出量 427g/人・日441g/人・日ごみ減量の取組を行うことで減少を目指す。

介護保険事業実績値

（介護保険課）

居宅・地域密着型サービス受給率 66.0％64.8％トレンドから推計し、増加を目指す。

施策3-1　協働と共生社会の推進

施策3-2　交通安全・防犯の推進

施策3-3　安定した上水道サービスの提供

施策3-4　環境にやさしい持続可能な社会の推進

障害のある人が地域で暮らしや

すくなっていると思う人の割合

総合計画市民

アンケート
65.0％新規指標

内閣府の世論調査を参考に増加目標として

設定する。

生活困窮者自立支援事業の活用によ

り、自立生活を継続できた人の割合

実績値から算出した割合

（地域福祉課）
96.1％96.1％

事業対象者の増加が見込まれるが、現状値

以上を目指す。

困りごとマルっとサポート事業の新

規相談件数のうち、支援計画を立

案した割合

実績値から算出した割合

（地域福祉課）
96.2％96.2％

相談件数の増加が見込まれるが、現状値以

上を目指す。

施策2-3　地域福祉の推進
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目標値

（R11）

基準値

（R6）

指標の算定方法

（出典元）
目標値設定の考え方成果指標名

施策7-2　情報発信の充実とシティプロモーションの展開

施策7-3　健全で効果的な行政運営

知りたい情報を得られている割合
総合計画市民

アンケート
53.5％51.0％

アンケート回答者の主観によるため目標値

の設定は難しいが、過去の推移も踏まえて

増加を目指す。

ふるさと納税の新規寄附

人数（ふるさと納税課）
ふるさと納税の新規寄附人数 462,023人397,496人

制度改正などにより目標値の設定は難しい

が、過去の推移も踏まえて増加を目指す。

財政構造の弾力性を示す

経常収支比率（財政課）
経常収支比率 90.0％92.4％財政力指数等を踏まえて減少を目指す。

総合計画における施策成果指標

の達成率

総合計画の施策の成果指

標のうち年度毎の目標を達

成した割合（政策企画課）

100％65.0％
全ての施策の成果指標について達成を

目指す。

施策6-2　市民生活と経済活動を支える土木インフラの充実

施策6-3　良好な住環境の実現

施策7-1　デジタル技術の活用による持続可能なまちづくり

オンライン行政手続利用件数

市民・事業者のオンライ

ンによる行政手続き利用

件数（DX推進課）

130,000件86,788件DX推進計画で定めた目標値を踏まえて設定。

スマートシティ推進協議会でWG

に取り組んだ会員数

スマートシティ推進協議

会でWGに取り組んだ会

員数（DX推進課）

21会員７会員DX推進計画で定めた目標値を踏まえて設定。

住環境に満足している人の割合
総合計画市民

アンケート
64.1％63.6％

アンケート回答者の主観によるため目標値

の設定は難しいが、過去の推移も踏まえて

増加を目指す。

整備済み延長の割合

（道路課）
都市計画道路の整備率 82.9％81.3％計画的かつ効率的な整備により増加を目指す。

橋梁長寿命化修繕計

画（道路課）

橋梁長寿命化修繕計画に基づく

整備率
100％－

基本計画期間における４年間での進捗率を

100％として設定。（期間目標）

焼津市みどりの基本計

画（都市整備課）

一人当たりの都市公園面積
7.3㎡/人6.9㎡/人

焼津市みどりの基本計画で定めた目標値を

踏まえて設定。

住宅・土地統計調査

（総務省統計局）

住宅の空き家率（賃貸用・売却用

の空き家・二次的住宅を除く）

5.5％

（R10年度）

5.5％

（R5年度）

住宅・土地統計調査と焼津市空家等対策

計画で定めた目標値を踏まえて設定。

橋梁長寿命化修繕計

画（道路課）

橋梁長寿命化修繕計画に基づく

点検率
100％－

基本計画期間における４年間での進捗率を

100％として設定。（期間目標）

目標値

（R11）

基準値

（R6）

指標の算定方法

（出典元）
目標値設定の考え方成果指標名

施策5-5　観光交流の推進

施策6-1　防災・減災の推進

再び訪れたいと思う割合
静岡県中部５市２町来訪者

調査（するが企画観光局）
80.0％80.0％

アンケート回答者の主観によるため目標値

の設定は難しいが、過去の推移も踏まえて

現状値以上を目指す。

災害への備えをしている人の割合
総合計画市民

アンケート
48.2％47.4％

アンケート回答者の主観によるため目標値

の設定は難しいが、過去の推移も踏まえて

増加を目指す。

焼津市地震・津波対策アクション

プログラム2023の進捗率

焼津市地震・津波対策ア

クションプログラム2023

（防災計画課）

92.8％80.9％
焼津市地震・津波対策アクションプログラ

ムで定めた目標値を踏まえて設定。

観光交流客数調査

（商工観光課）
観光交流客数 440万人317万人

焼津市観光戦略で定めた目標値を踏まえ

て設定

静岡県中部５市２町来訪者

調査（するが企画観光局）
１人当たりの旅行消費単価 7,108円5,859円

焼津市観光戦略で定めた目標値を踏まえ

て設定

施策5-2　農業の振興

施策5-3　商工業の振興

施策5-4　雇用・就労環境の充実

農業生産額
市町村別農業産出額

（農林水産省）
39億円38.9億円

天災等による変動が想定されるため具体的

な 数値目標を定めることは困難だが、現

状値以上を目指す。

補助金交付件数の累計

（誘致戦略課）
企業立地件数（累計）

33件

（R8～R11年度）

13件

（R3～R6年度）
焼津市デジタル田園都市構想総合戦略で

定めた目標値を踏まえて設定。

就農後５年以内の認定新規

就農者の累計数（農政課）
認定新規就農者（累計） 13人８人過去の推移も踏まえて増加を目指す。

市内の法人市民税納

税義務者数（課税課）
市内の法人市民税納税義務者数 3,795人3,461人

景気動向などの外的要因に左右されるが、

増加を目指す。

経済構造実態調査

（経済産業省）
製造品出荷額等 6,540億円6,526億円

景気動向などの外的要因に左右されるが、

増加を目指す。

受益面積に占める担い手の

経営面積の割合（農政課）
担い手への農地利用集積率 39.6％38.6％過去の推移も踏まえて増加を目指す。

有効求人倍率

ハローワーク焼津管内

の有効求人倍率の平

均値（静岡労働局）

1.00倍1.02倍
景気動向などの外的要因に左右されるが、

志太地区管内として1倍以上を目指す。

スマート農業普及率

スマート農業機器を導入し

ている担い手農業者の割合

（農政課）

23.1％10.2％生産性向上の推進により増加を目指す。

13件

（R3～R6年度）
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PFOS（ペルフルオロオクタンスルホン酸、通称ピーフォ

ス）・PFOA（ペルフルオロオクタン酸、通称ピーフォア）。

油や水をはじき、熱に強い性質を持つ、自然界にない人工

的な有機フッ素化合物（PFASの一種）。

ＰＦＯＳ・ＰＦＯＡ

Information and Communication Technology(インフォ

メーション アンド コミュニケーション テクノロジー )の略。

情報コミュニケーション技術、情報通信技術と訳される。教

育場面においては、電子教材を活用した授業の実践やコン

ピュータによる情報管理等が考えられる。

ＩＣＴ

ＵターンとＩターン、Ｊターンを併せた言葉。

Ｕターンとは、都市圏以外の地方などで生まれ育った人が、

都市圏での学生生活後・勤務経験を経た後、再び生まれ

育った土地に戻って働くこと。

Ｉターンとは、都市部で生まれ育った人が、地方の企業に転

職し移住すること、又は直線的に都会から地方へ転居する

こと。

Ｊターンとは、都市圏以外の地方などで生まれ育った人が、

都市圏に移住したのち、地元に近い中規模の都市に移住す

ること。

ＵＩＪターン

Green Transformation（グリーントランスフォーメーショ

ン）の略。化石燃料中心の経済・社会・産業構造をクリー

ンエネルギー中心に移行させ、経済社会システム全体を変

革すべく、エネルギーの安定供給・経済成長・脱炭素の

同時実現を目指すこと。

ＧＸ
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